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清水ケ丘高校×産業建設委員会
生徒　未成年のたばこや飲酒を見かけますが、どうした

らよいと思いますか。
議員　最近若い人の喫煙が増えていると思いますが、や

はり医療を学ぶ皆さんがまずは家族や友人、知人
にその有害性を訴えかけることが効果的だと考え
ます。

呉青山高校×民生委員会
生徒　選挙権が 18 歳以上になったので、私たちも投票

できるようになりましたが、投票する上で何か参
考にすることはありますか。

議員　選挙期間中に立候補者が表明している政策に触れ
ていただき、自分の考えに合う人に投票すればよ
いと思います。また、議員一人一人がどんな人で
どんなことをしているかしっかり調べてほしいと
思います。

道路に捨てられ

たゴミや渋滞な

ど、まちの課題

が気になるよう

になりました。

呉青山高校
坂本　芽愛さん（18 歳）　宮本　泰成さん（18 歳）

将来看護師を目指して

いますが、病院では地

域の人たちとのつがな

りが多いと思うので、

もっと地域のことを知

りたいと思いました。

清水ヶ丘高校
中山　桜香さん（17 歳）　脇本　千咲さん（17 歳）

まちに建つ公共施設が、「議会で色々話

し合って建てられたんだな」と目にと

まるようになりました。

呉工業高校
丸中　佑介さん（17 歳）　仲野　敦也さん（17 歳）
坂井　悠人さん（18 歳）　荒谷　元貴さん（18 歳）

議員の皆さんが発

言する姿を見て、

自分が思っている

ことを言葉にして

伝える大切さを学

びました。

呉宮原高校
及川　陽香さん（16 歳）　空野　祐作さん（17 歳）

下井　愛矢さん（17 歳）

堂上　凜音さん（17 歳） 太田　明秀さん（17 歳）

髙嶋　悠人さん（17 歳）

高校生と呉市議会

議会報告会に参加して　私たちの１UP ポイント

呉工業高校×総務委員会
生徒　今後の呉市をどのようにしていきたいですか。
議員　議員は 32 人いるためさまざまですが、呉で生まれ

育ってよかったと思ってもらえるような呉市を目指
したい。そのためには市民一人一人の夢や理想を実
現できる世の中をつくっていくことが私たちの仕事
だと考えます。

呉宮原高校×文教企業委員会
生徒　理想の呉とはどんなまちのことをイメージしていま

すか。また、僕たちに期待することはありますか。
議員　誰にとっても不合理や不満のないまちになればい

いなと感じています。また、皆さんが自分のまち
を好きでいること。それがいいまちになっていく
ことにつながる一番の近道だと思います。

「高校」といえば、若者たちの大きな節目の一つ。
進学だったり、就職だったり…。慣れ親しんだまちでチャレンジする人もいれば、新たなステージで夢を
叶える人もいる。人生の岐路、一度は心の片隅でふるさとを思うはず。
そんな中、行われた議会報告会。
これからのまちを支える若者たちの、ふるさとへの思いに触れる。
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問　
呉
の
観
光
対
策

　
市
の
観
光
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
　
日
本
中
、
世
界
中
か
ら
観
光
客
を

呼
び
寄
せ
、
雇
用
や
挑
戦
が
生
ま
れ

る
ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
市
や
市
民
、
関
係
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
野
呂
山
の
活
用

　
野
呂
山
は
魅
力
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
長
年

活
用
策
が
見
え

て
い
ま
せ
ん
。

市
で
は
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施

策
を
進
め
て
お

り
、
野
呂
山
全

体
が
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
格
好
の
場
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
　
野
呂
山
は
類
い
ま
れ
な
る
観
光
資

源
を
有
し
、
観
光
素
材
と
し
て
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
お
り
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
野
呂
山
の
価
値
を

見
出
す
手
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
送
水
ル
ー
ト
の
検
討
と
対
策

　
川
尻
地
区
で
の
平
成
30
年
７
月
豪

雨
に
よ
る
断
水
で
は
、
約
１
カ
月
に

わ
た
り
住
民
は
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
に
も
川
尻
地
区
で
は
給
水
再
開

が
遅
れ
て
お
り
大
変
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
が
、
断
水
リ
ス
ク
を
軽
減
さ

せ
る
方
策
は
な
い
の
で
す
か
。

答　
　
安
浦
地
区
か
ら
の
送
水
を
検
討
し

ま
し
た
が
、
膨
大
な
建
設
費
用
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施

設
の
整
備
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
リ
ス
ク
の
少
な
い
海

岸
沿
い
の
主
要
配
水
管
の
更
新
計
画

を
前
倒
し
、
管
口
径
を
大
き
く
す
る

こ
と
で
、
川
尻
市
民
セ
ン
タ
ー
付
近

ま
で
給
水
区
域
を
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
断
水
時
の
給
水

が
容
易
と
な
る
よ
う
、
安
浦
地
区
の

水
を
活
用
し
た
24
時
間
対
応
の
応
急

給
水
栓
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

野
呂
山
の
活
用
と
川
尻
地
区
の
断
水
対
策
同
志
会

梶
山
政
孝
議
員

議
員：観
光
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

市   

：
市
の
基
幹
産
業
に
し
て
い
く

代
表

　

質
問

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
代
表
質
問
と
個
人
質
問
の

全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
簡
単
に

動
画
サ
イ
ト
に
接
続
で
き
ま
す
。

代表質問

すばらしい観光資源

　会場では、各常任委員会が特色を生かしたテーマで報告を行い、市民の皆さんと市政の課
題について活発な意見交換を行いました。
　意見交換の場でいただいた貴重な御意見は、本会議や委員会での質疑などに活用させてい
ただくとともに、さらに調査検討を行い、市の執行機関への提言へとつなげていきます。
　開催場所　
総務委員会　　　下蒲刈地区・仁方地区
民生委員会　　　中央地区
文教企業委員会　川尻地区
産業建設委員会　音戸地区

　１１月９日に、「地域に貢献するためにできること〜私
たちが考えたこと〜」をテーマに、呉市立中学校「ふれ
あい夢議会」が開催されました。
　市内中学校の代表生徒が市職員及び議員役にふんし、
実際の本会議さながらに事業の提案、質疑などを行いま
した。採択された提案は市の事業として予算化されます。
　提案内容　
　白岳中学校　市内の小中高校生に自分たちの住んでいるまちに誇りをもってもらうために、
歴史クリアファイルを作成し、配布する。
　和庄中学校　市内の名所や特産物を再発見・再確認するチャレンジラリーを実施すること
で、呉市の魅力をＰＲする。
　下蒲刈中学校　市の特産品を使った食品レシピを開発し、地域の活性化、観光客誘致など
につなげる。

　１月１７日に、長迫小学校６年生 24 人を対象に開
催しました。議会運営委員会のメンバー 8 人が議会の
しくみをわかりやすく説明した後、秋休み導入条例制
定を議題に模擬議会を行い、実際の本会議と同じよう
に電子表決システムを使って採決を行いました。また、
委員会室や議会協議会室の見学も行いました。

１１月１２日〜２１日に市内５地区で議会報告会を開催しました

呉市立中学校「ふれあい夢議会」が開催されました

議会トピックス

教えて！呉市議会を開催
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問　
予
算
編
成
に
向
け
た
市
長
の
思
い

　
令
和
５
年
度
ま
で
の
間
に
69
億
円

の
収
支
不
足
が
生
じ
る
と
の
見
通
し

が
示
さ
れ
お
り
、
人
口
減
少
が
進
展

す
る
中
で
今
後
も
税
収
の
増
加
を
期

待
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
や
呉
市
復

興
計
画
に
基
づ
く
復
興
事
業
の
具
体

化
等
の
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
厳

し
い
財
政
見
通
し
の
中
、
予
算
編
成

に
向
け
た
市
長
の
思
い
を
お
伺
い
し

ま
す
。

答　
　

厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
予

算
を
編
成
し
な

け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
、

総
力
を
挙
げ
て

災
害
か
ら
の
復

興
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
、

被
災
者
が
被
災
前
の
生
活
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
重
点
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
行

財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り

問　
今
後
の
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

　
Ｊ
Ｒ
駅
で
の
結
節
や
乗
り
換
え
な

ど
、
周
辺
地
域
の
市
民
に
希
望
を
与

え
る
よ
う
な
、
今
後
の
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
伺
い
ま

す
。答　

　
Ｊ
Ｒ
駅
は
地
域
の
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
で
あ
り
、
今
後
、

バ
ス
路
線
の
見
直
し
や
車
両
の
小
型

化
、
福
祉
施
設
・
病
院
等
の
送
迎
バ

ス
の
効
率
的
な
活
用
に
取
り
組
む
ほ

か
、
バ
ス
と
い
う
形
態
に
と
ら
わ
れ

ず
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
、
定
額
料
金
制
の
導
入

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
、
利
用
し
や
す
く
持
続

可
能
な
運
行
形
態
へ
の
転
換
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
の
移
動
手
段
を
確
保

し
て
い
き
ま
す
。

問　
水
道
施
設
の
強き
ょ
う

靱じ
ん

化か

対
策

　

全
国
的
に
自
然
災
害
発
生
を
受

け
、
イ
ン
フ
ラ
の
強
靱
化
が
さ
ら
に

求
め
ら
れ
る
中
、
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
水
道
施
設
の
各
種
災
害

問　
市
長
の
新
計
画
に
込
め
る
思
い
は

　
来
年
度
、
第
４
次
呉
市
長
期
総
合

計
画
や
呉
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
計
画
期
間
が
満
了

し
ま
す
。
市
は
「
く
れ
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
構
想
」
を
推
進
し
、
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
は
市
民
生
活
や
経
済
成
長

に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。
次

の
10
年
間
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
の
で
す
か
。

答　
　
次
期
長
期
総
合
計
画
策
定
に
際
し

て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
で
あ
り
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
企
業
が

わ
く
わ
く
・
生
き
生
き
と
活
動
で
き

る
ま
ち
に
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

さ
ら
に
、
先
端
技
術
の
活
用
な
ど
社

会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
よ
う
、

内
容
を
検
討
し
ま
す
。

問　
働
き
方
改
革

　
市
役
所
の
働
き
方
改
革
は
、
職
場
と

し
て
の
魅
力
向
上
、
職
員
の
生
産
性
向

問　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
誰

も
が
安
心
し
て
旅
行
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
対
応
し
た
環
境
整
備
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
文
化
や
言
語
、
国
籍
、

年
齢
、
性
別
な
ど
の
違
い
、
障
害
の

有
無
、
能
力
差
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
人
が
使
い
や
す
い
製
品
や
建

物
、
情
報
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
考
え
方
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
く
れ
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
構
想
を
推
進
す
る
上

で
、
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
呉
市
長
期
総

合
計
画
へ
の
反
映
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答　
　
例
え
ば
、
平
成
30
年
の
豪
雨
災
害

で
は
、
避
難
情
報
や
支
援
情
報
を
子

ど
も
や
高
齢
者
、
外
国
人
住
民
に
も

わ
か
り
や
す
い
簡
単
な
日
本
語
で
発

な
が
ら
、
本
市
の
将
来
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
施
策
を
厳
選
し
予
算
編
成

を
行
い
ま
す
。

問　
職
員
体
制
再
構
築
計
画

　
第
３
次
呉
市
行
政
改
革
実
施
計
画

で
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
検
討
、

実
施
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
効
率
化
を
図
る
こ
と
も

必
要
で
す
が
、
直
営
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
増
加
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
応
も
考
え
る
べ
き
時
期
で

あ
り
、
直
営
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
役
割
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答　
　
現
在
、
民
間
が
担
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
は
民
間
に
委
ね
る
と
の
基
本

的
な
考
え
方
の
も
と
に
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

も
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
民
間
委

託
を
し
て
い
る
業
務
の
検
証
を
踏
ま

え
て
、
市
の
担
う
べ
き
役
割
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

へ
の
強
靱
化
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答　
　
広
範
囲
の
給
水
を
担
う
休
山
隧
道

配
水
池
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
新
た
な
配
水
池
の
整
備
事
業
に

着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
宮
原
浄
水
場

で
は
、
大
規
模
停
電
と
な
る
こ
と
も

想
定
し
、
非
常
用
の
自
家
発
電
設
備

を
整
備
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
住
民
が
利
用
し
や
す
い
場

所
に
、
24
時
間
利
用
可
能
な
応
急
給

水
栓
を
整
備
す
る
な
ど
、
計
画
的
に

応
急
給
水
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
も
危
機
管
理
対
策
を
強
化

し
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
努
め
ま

す
。

上
、
職
員
採
用
な
ど
に
も
資
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
の
方
向
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

答　
　
現
在
、
介
護
休

暇
や
自
己
啓
発
等

休
業
の
制
度
を
整

備
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
業
務

の
効
率
化
、
時
間

外
勤
務
の
適
正
管
理
、
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
促
進
、
再
任
用
職
員
や
非

常
勤
職
員
の
活
用
、
事
業
の
見
直
し

や
重
点
化
等
に
も
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
学
校
教
育
の
方
向
性

　
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
、
学
校

教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

答　
　
義
務
教
育
9
年
間
を
見
通
し
た
教

育
を
推
進
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

幼
児
教
育
、
高
等
学
校
教
育
等
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
国
や
県

の
事
業
も
活
用
し
な
が
ら
、
主
体
的

に
考
え
る
力
や
情
報
活
用
能
力
の
育

成
、
英
語
教
育
の
充
実
に
力
を
注
い

で
い
き
ま
す
。

信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
政
だ
よ
り

で
は
見
や
す
く
読
み
間
違
い
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
公
共
施
設
を
整
備
す
る
際
、
多
目

的
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
な
ど
、
誰
も

が
使
い
や
す
い
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社

会
の
実
現
に
向
け
た
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
次
期
長
期
総
合
計
画
で
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

を
、
施
策
を
推
進
す
る
上
で
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

き
ま
す
。

代表質問

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

地
域
公
共
交
通
の
将
来
像
と

水
道
施
設
等
の
強
靱
化

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

位
置
づ
け

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
本
良
二
議
員

誠
志
会

橋
口
晶
議
員

仁
友
会

加
藤
忠
二
議
員

公
明
党
呉
市
議
会
議
員
団

阪
井
昌
行
議
員

議
員
：
呉
市
長
期
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か

市   
：
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
位
置
づ
け
る

議
員
：
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
考
え
方
は
？

市   

：
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
に

議
員
：
次
の
10
年
間
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
す
の
か
？

市   

：
国
の
動
向
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
よ
う
検
討
す
る

議
員
：
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
は
？

市   

：
真
に
必
要
な
施
策
を
厳
選
し
た
予
算
編
成
を
行
う

ユニバーサルデザインフォントを使用した広報紙

真に必要な施策を厳選

求められる働き方改革

宮原浄水場
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義
務
教
育
学
校
で
の
前
倒
し

教
育

呉
市
農
水
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

個人質問

問　
前
倒
し
教
育
の
可
能
性

　
天
応
小
中
学
校
は
市
内
初
の
義
務

教
育
学
校
に
な
り
ま
す
が
、
義
務
教

育
学
校
を
市
内
全
域
に
展
開
す
る
可

能
性
を
決
め
る
モ
デ
ル
校
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
９
年
間
最

後
の
１
年
間
は
、
高
校
受
験
を
念
頭

に
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
は
可
能
で
す
か
。

答　
　
義
務
教
育
学
校
は
、
小
学
校
、
中

学
校
の
学
習
指
導
要
領
を
準
用
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
国
の
通
知
で

は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内

容
項
目
を
網
羅
す
る
こ
と
、
児
童
生

徒
の
負
担
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
等
が
前
提
の
た
め
、
９
年

間
の
学
習
内
容
を
８
年
間
で
行
う
と

い
う
前
倒
し
教
育
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
天
応
地
区
の
児
童
生
徒
の
学

力
の
定
着
と
希
望
す
る
進
路
の
実
現

に
向
け
て
は
、
特
色
の
あ
る
教
育
課

程
を
ど
の
よ
う
に
創
設
し
て
い
く
か

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う

な
犯
罪
が
発
生
す
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
呉
市
内
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
接
点
を
持
っ
た
女
児
に
乱
暴
し
た

と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
案
も

発
生
し
ま
し
た
。

　
学
校
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を

危
険
な
目
に
遭
わ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
か
。

答　
　
呉
市
立
の
全
て
の
学
校
で
、
子
ど

も
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

警
察
か
ら
講
師
を
招
き
犯
罪
防
止
教

室
を
実
施
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危

険
性
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
の

仕
方
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
個
人
面
談
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
変
化

を
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

問　
周
年
行
事
は
や
め
る
べ
き

　
終
戦
後
、
旧
海
軍
を
負
の
遺
産
と

し
て
清
算
し
ま
し
た
が
、
開
庁
を
記

念
し
て
祝
う
一
連
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
和
産
業
港
湾
都
市
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
舵
を
と
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

答　
　

こ
の
事
業
は
観
光
客
を
増
や
し
、

災
害
か
ら
の
復
興
の
一
助
と
す
る
も

の
で
、
平
和
産
業
港
湾
都
市
の
実
現

に
向
け
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
旧
軍
港
市
転
換
法
成
立
70
周

年
の
行
事
を
行
う
べ
き

　
戦
争
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
呉
市

を
復
興
さ
せ
る
た
め
、
他
の
旧
軍
港

３
市
に
呼
び
か
け
て
旧
軍
港
市
転
換

法
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
70
周
年

で
あ
り
、
記
念
事
業
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

答　
　

こ
れ
ま
で
も
旧
軍
港
４
市
長
で
構

成
す
る
旧
軍
港
市
振
興
協
議
会
で
周

年
行
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

初 の 議 場 コ ン サ ー ト を 開 催
　１２月９日、呉鎮守府開庁
１３０周年を記念し、海上自
衛隊呉音楽隊と市立呉高等学
校吹奏楽部による合同コン
サートが開催され、１５０人
の市民の皆さんが行進曲「栄
光の呉市」などの演奏を楽し
みました。

問　
栽
培
漁
業
か
ら
養
殖
漁
業
へ

の
転
換
を

　

確
実
な
漁
獲
量
の
確
保
の
た
め
、

産
官
学
連
携
で
養
殖
に
よ
る
つ
く
り

育
て
る
漁
業
の
推
進
を
検
討
で
き
ま

せ
ん
か
。

答　
　
天
然
の
漁
業
資
源
に
依
存
す
る
漁

船
漁
業
の
漁
獲
高
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
漁
業
経
営
は
不
安
定
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
養
殖
漁
業
は
安
定
的

な
生
産
量
を
確
保
で
き
る
た
め
、
呉

市
の
環
境
や
漁
業
形
態
に
適
し
た
調

査
研
究
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。問　

直
売
所
の
整
備　
　

　
呉
ポ
ー
ト
ピ
ア
パ
ー
ク
に
、
農
水

産
物
の
直
売
所
と
道
の
駅
を
合
わ
せ

た
施
設
を
整
備
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
　
農
業
、
漁
業
な
ど
の
一
次
産
業
者

の
所
得
向
上
に
は
販
路
の
拡
大
が
大

変
重
要
で
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な

販
売
ル
ー
ト
や
直
売
所
が
よ
い
の
か

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
子
ど
も
に

対
す
る
犯
罪

呉
鎮
守
府
開
庁
１
３
０
周
年

記
念
事
業

岡
﨑
源
太
朗
議
員

藤
本
哲
智
議
員

議
員
：
高
校
受
験
を
念
頭
に
置
い
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
？

市　
：
９
年
間
の
学
習
内
容
を
８
年

間
で
行
う
こ
と
は
難
し
い

議
員
：
犯
罪
防
止
へ
の
対
応
策
は
？

市　
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
の
啓
発
を

進
め
て
い
る

議
員
：
な
ぜ
呉
鎮
守
府
開
庁
周
年
事
業

を
行
う
の
か
？

市　
：
観
光
客
誘
致
や
災
害
か
ら
の

復
興
の
一
助
と
考
え
る

議
員
：
地
域
を
元
気
に
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
と
は
？　

市　
：
呉
市
の
10
年
後
を
見
据
え
た
方

向
性
を
示
す

個
人　質

問

沖
田
範
彦
議
員

奥
田
和
夫
議
員

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
火
災
事
故

の
原
因
と
対
策

有
機
食
材
給
食
の
導
入
が
食

育
の
源
泉

問　
ご
み
に
よ
る
火
災
予
防

　

10
月
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く
れ

で
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
民

の
出
し
た
ご
み
の
中
に
発
火
性
の
あ
る

も
の
が
混
じ
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

分
別
の
徹
底
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
火
災
は
、
不
燃
粗
大
ご
み
を
処
理

す
る
工
程
で
混
入
し
て
い
た
危
険
ご

み
な
ど
の
発
火
性
異
物
か
ら
出
火
し

た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
し
て
い
ま

す
。
火
災
原
因
と
な
る
危
険
ご
み
と

し
て
は
ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な

ど
で
、
最
近
で
は
リ
チ
ウ
ム
電
池
が

原
因
と
思
わ
れ
る
事
例
も
増
え
て
い

ま
す
。
危
険
ご
み
の
出
し
方
は
ご
み

出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
、
注
意

喚
起
を
行
っ
た
り
、
チ
ラ
シ
で
啓
発

活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
リ

チ
ウ
ム
電
池
な
ど
の
小
型
充
電
式
電

池
は
、
今
後
、
有
害
ご
み
・
危
険
ご

み
と
し
て
回
収
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問　
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
転
換
に
助
成

　
千
葉
県
い
す
み
市
で
は
、
ほ
と
ん

ど
作
付
け
が
な
か
っ
た
無
農
薬
有
機

米
を
補
助
金
交
付
で
誘
導
し
、
５
年

を
か
け
て
全
小
中
学
校
の
給
食
に
導

入
し
ま
し
た
。
呉
市
で
も
環
境
保
全

型
農
業
へ
の
転
換
に
助
成
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
本
市
で
は
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

用
す
る
慣
行
栽
培
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
有
機
栽
培
は
慣
行
栽
培
に
比
べ

価
格
的
に
は
有
利
で
す
が
、
労
働
時

間
が
長
く
、
収
穫
量
は
下
回
り
ま
す
。

自
然
循
環
の
観
点
か
ら
、
県
や
農
協

と
連
携
し
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　
有
機
食
材
給
食
の
モ
デ
ル
展
開
を

　
自
所
炊
飯
が
可
能
な
蒲
刈
共
同
調

理
場
等
で
、
有
機
栽
培
農
家
を
増
や

し
つ
つ
、
モ
デ
ル
展
開
を
拡
大
し
て

い
く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
有
機
栽
培
農
家
が
増
加
し
、
安
定

供
給
が
可
能
に
な
れ
ば
、
学
校
給
食

へ
の
展
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

山
上
文
恵
議
員

谷
本
誠
一
議
員

議
員
：
火
災
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
対
策
は
？

市　
：
市
民
に
有
害
ご
み
や
危
険
ご

み
の
分
別
徹
底
を
周
知
す
る

議
員
：
将
来
を
担
う
子
ど
も
に
安
全

な
食
材
提
供
を

市　
：
有
機
栽
培
農
家
を
増
や
す
こ

と
が
前
提
条
件
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個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
使
用
す
る
と
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
多
機
能
端
末
機
を
利
用
し
た
所
得
・
課

税
証
明
書
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
手
数
料
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。他

都
市
と
比
較
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
率
が
低
い
の
は
な
ぜ
で
す

か
。

 

周
知
不
足
や
、
窓
口
交
付
を
好
む
高
齢
者
が
多
く
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の

数
が
多
い
こ
と
も
要
因
だ
と
考
え
ま
す
。

 

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
す
る
と
、手
数
料
収
入
が
減
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

 

確
か
に
手
数
料
収
入
は
減
り
ま
す
が
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
全
国
ど
こ
で
も
証

明
書
を
取
得
で
き
、
早
朝
や
夜
間
、

休
日
に
も
取
得
で
き
る
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
す
。

QAQA こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用
に
よ
る
所
得
・

課
税
証
明
書
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付

手
数
料
の
引
き
下
げ

定例会の概要

12
月
定
例
会　
議
案
審
議

呉
市
で
決
ま
っ
た
152
件

市長提出議案

請願

・・・・・・・149 件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 件

会
期
12
日
間　
12
月
９
日
～
20
日

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
呉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

→
議
員
別
賛
否
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

Pickup

Pickup

Pickup

1

2

3

計 152 件

〈
議
第
112
号
・
115
号
〉　
呉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
案 

この中から３つを見てみよう Pick
up

水
道
料
金
と
下
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
改
定
を
行
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と
う
ち
の
管
理
運
営
を
一
般
財

団
法
人
休
暇
村
協
会
が
行
い
ま
す
。

（
期
間
）
令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

料
金
を
値
上
げ
す
る
な
ら
、
災
害
時
の
適
正
な
対
応
な
ど
を
き
ち
ん
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

も
ち
ろ
ん
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
対
応
で

き
な
い
場
合
は
外
部
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本

水
道
協
会
と
い
う
全
国
的
な
組
織
が
あ
り
、
災
害
時
等
で
は
給
水
や
応

援
復
旧
な
ど
の
協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
料
金
改
定
を
一
年
伸
ば
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
な
ら
災
害
の
傷
跡
が
癒
え
る
ま
で
待
つ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

安
全
安
心
な
水
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
最
大
の

使
命
で
す
。
そ
れ
に
は
適
切
な
時
期
に
施
設
の

維
持
管
理
や
更
新
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、

今
回
提
案
し
た
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
の
ほ
う
か
ら
一
般
財
団
法
人

休
暇
村
協
会
へ
お
願
い
を
し
た
の
で
す
か
。

市
の
ほ
う
か
ら
引
き
続
き
の
管
理
運
営
を
打
診
し
、
了
解
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と
う
ち
は
１
０
０
万
坪
の
広
大
な
敷
地
に
多
く
の
施

設
が
点
在
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
使
用
し
て
い
な
い
施
設
の
有
効
活
用

は
し
な
い
の
で
す
か
。

安
全
で
効
率
的
な
管
理
運
営
の
た
め
に
は
、
使
用
し
な
い
施
設
が
あ
っ

て
も
仕
方
が
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す

　
る
議
案
82
件
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

※
こ
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

　
の
使
用
料
の
改
定
に
関
す
る
議
案
も
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は

民
間
事
業
者
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
の
施
設
等
を
効

率
的
に
管
理
運
営
す
る
こ
と
。

QAQA

QAQA　　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

上
下
水
道
料
金
の
改
定

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と
う
ち
の

指
定
管
理
者
を
指
定

〈
議
第
188
号
〉　
呉
市
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
改
正
案

〈
議
第
189
号
〉　
呉
市
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
呉
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
案

〈
議
第
256
号
〉　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
案

グリーンピアせとうち

安全安心な水を

活用してみよう
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令
和
二
年
が
始
ま
り
一
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
末
に
は
「
令
」
が
今
年
の
漢
字
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
令
は
、
清
ら
か
で
美
し
い
と

い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
古
く
は
神
様
の
お

告
げ
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
法
令
な

ど
お
き
て
を
命
ず
る
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ

ま
す
。

　

一
昨
年
の
漢
字
「
災
」
か
ら
昨
年
の
「
令
」

へ
と
転
じ
、
新
た
な
日
本
の
始
ま
り
に
期
待
を

抱
く
一
方
で
、
自
然
災
害
は
年
々
増
加
、
地
球

温
暖
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
環
境
も
急
激

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
社
会
に
対
応
で

き
る
「
令
」
が
必
要
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
12
月
議
会
で
は
149
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

呉
市
の
持
続
的
な
発
展
に
資
す
る
よ
う
、
呉
市

議
会
も
「
令
」
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
論
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

広
報
委
員
会
委
員
長　
井
手
畑 

隆
政

呉市議会ホームページ
https://www.city.kure.lg.jp/site/gikai/

呉市議会事務局 Facebook

編
集
後
記

▲このアイコンが目印

スマホで読める！
デジタルブック配信！

無 料

カタログ
ポケット

FREE APP

次回 3月定例会の予定 議会を視る

議会を読む

議会を聴く

議会を調べる

　本会議・常任委員会・
特別委員会・議会協議
会の模様を、インター
ネットで生中継・録画
配信しています。また、
本庁舎１階のテレビで
生中継もしています。

　地方議会における議員定数・議員報酬は各自治体がそれぞれの実情
に応じて条例で定めることになっており、呉市議会の議員定数は 32
人、議員の月額報酬は 55 万円となっています。
　現在、議会運営委員会において、呉市議会の議員定数・議員報酬は
どうあるべきか議論を進めており、11 月 27 日には参考人として広島
修道大学国際コミュニティ学部の伊藤敏安教授をお招きしました。伊
藤教授からは統計学的な視点から市町村合併を経験した中核市の人口、
面積、財政力指数などのデータにより推定される議員定数について講
義をいただき、意見交換を行いました。
　今後は、市民意見などを参考に、さらに議論を重ね、呉市議会のあ
るべき姿を模索していきます。

議員定数・議員報酬のあり方を議論　　　 - 議会運営委員会 -

　呉市議会だより「チー
ム議会くれ」は、２月、
５月、８月、11 月に発
行します。
　わかりやすく議会の
活動を知ることができ
ます。

　本会議・常任委員会・
特別委員会・議会協議
会を公開しています。
傍聴をご希望の方は、
会議開催日に、議会棟

（庁舎４階）までお越し
ください。

　呉市議会ホームペー
ジには、詳しい議会情
報が満載です。
　また、議会の日常を
伝える呉市議会事務局
Facebook も開設して
います。会議は通常10時開会です。

※予定は変更になる場合があります。3/25予備日。

インフォメーション

←広島修道大学
　国際コミュニティ学部
　伊藤敏安教授

日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21

本会議
22

23
（天皇誕生日）

24
（振替休日）

25 26 27 28
本会議

29

3/1 2
本会議

3
本会議

4
本会議

5
総務
委員会

6
民生
委員会

7

8 9
文教企業
委員会

10
産業建設
委員会

11
予算特別
委員会

12
本会議

13
予算特別
委員会

14

15 16
予算特別
委員会

17
予算特別
委員会

18
予算特別
委員会

19
予算特別
委員会

20
（春分の日）

21

22 23
予算特別
委員会

24
本会議

25 26 27 28




